
1/7　景気ウォッチャー調査（令和８年７月調査）― 中国（現状）―

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
観光型ホテル
（予約担当）

来客数の動き ・来客数が大幅に増えている。

○

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数の前年比を上回る伸びで販売点数の前年比が大きく
伸長した結果、客単価は大幅に上昇している。特に食料品が
好調に推移している。季節商材については、急激な気温上昇
により想定以上の暑さとなったことが、買上点数の伸長につ
ながっている。食品に対する支出が増加していると考えられ
る。

○

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・盛夏を迎え、今年の厳しい暑さもあいまって、来客数と販
売数が回復してきた。特に飲料は生活必需品なので、来月に
かけてまだ伸びるとみられる。

○
衣料品専門店
（代表）

販売量の動き ・物価高で引き続き節約意識は強いものの、ボーナスが支給
された人は購買意欲が高まっている。

○
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・新省エネ基準の導入により、エアコンの需要が高まってい
る。補助金もあり、客の反応も良い。

○

家電量販店（副
店長）

販売量の動き ・エアコンと洗濯機の販売台数が前年を大幅に超えており、
好調である。一方で、パソコンやテレビは販売が伸び悩んで
いるものの、店舗全体では前年比115％と伸長している。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新型車の発売により新規顧客の関心が高まり、販売量は僅
かながら増加している。

○
乗用車販売店
（業務担当）

販売量の動き ・生産が徐々に安定し、新型車も発売されたため、少しずつ
良くなっている。

○

乗用車販売店
（リース担当）

単価の動き ・販売価格やメンテナンス費用は上昇しているものの、客は
納得して購入や交換を行っており、景気はやや持ち直してい
る様子がうかがえる。

○

その他専門店
［宝石店］（店
員）

単価の動き ・ボーナス支給の影響により、30～40代のセルフ需要の客
が、いつもより高額な商品に関心を示す傾向がみられる。３
か月前と比べると、平均単価が１万5000円上昇しており、大
幅に伸びている。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数は３か月前の前年比97％から、今月は102％まで回
復している。主力食材である輸入牛肉の価格上昇に伴い値上
げに踏み切ったが、客単価の上昇にも支えられ、売上は前年
比105％で推移している。曜日別、時間別の利用では、金曜
日と休日のランチが前年比124％と大きく伸びており、売上
に大きく貢献している。ランチタイムトータルでは前年比
110％以上が続いている。一方で、これまで利用の多かった
金曜日と休日のディナーは、前年の97％前後の推移となって
いる。サラリーマン層、ファミリー層共に外食を控える傾向
であり、外食する場合でも価格を抑えたランチメニューを選
択する動きがうかがえる。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前は世界情勢の先行きが不透明な状況だったが、最
近は見え始めてきたことから、少し良くなっていく。

○ バー（経営者） 来客数の動き ・再来店客数が増えてきている。

○

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・１か月前の時点では、宿泊予約は前年の実績を下回ると予
想していたが、７月に入って伸び、前年を上回った。飲食も
６月後半時点では７月は前年と同じ、あるいは少し下回る予
想だったが、結果前年を上回るペースとなっている。

○
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・ボーナス支給や夏休みの開始が要因とみられ、前月と比べ
て営業関連の問合せが増えている。

○
通信会社（販売
企画担当）

来客数の動き ・来客数が順調に伸びている。

○
住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・前々月及び前月と比較すると、顧客の動きが良くなってき
た。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・余りの暑さのためか、商店街に人の姿が例年以上に見受け
られない状態が続いており、夏向き商品のカフェといった店
舗を除き、来客数が減少している。
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□

一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

販売量の動き ・とても暑いため、客は外出をちゅうちょしている。

□
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・生活用品の値上がりが続くなか、景気が上向く要素がな
い。

□
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

単価の動き ・手頃な価格の商品がコンスタントに売れ始めている。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・特選ブランド志向は相変わらず強く、そういった商品は売
れている。一方で、一般商材については、日常的に購入する
商品の動きは良くない。

□
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・来店客数や売上の傾向に大きな変化はない。

□

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・ラグジュアリー商材ブランドの催事で数百万円のバッグや
時計が売れたが、前年実績には及ばず、今月は厳しい状況で
あり、来月も油断できない。

□

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・生鮮スーパーの新規オープンにより、これまで百貨店を利
用する機会が少なかった層の来店が増加している。一方で、
百貨店エリアへの回遊にはつながりにくく、厳しい暑さの影
響も重なり、苦戦が続いている。

□

スーパー（店
長）

販売量の動き ・食品価格やエネルギー価格の上昇で、客の財布のひもが固
い。来客数はほぼ前年並みに推移しているが、買上点数が前
年比95％と伸びていない。先日の土用の丑の日も予約数が前
年の94％、当日売上が97％と苦戦している。

□

スーパー（業務
開発担当）

来客数の動き ・平均単価は前年より３ポイント上昇し、販売点数は前年並
みで推移している。一方で、来客数が２ポイント減少した影
響により、売上は３ポイント増にとどまった。本来なら売上
は５～６ポイントの増加が期待されたが、来客数の減少が影
響している。

□

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・物価高騰による節約により、来店頻度が上がり、来客数は
前年を上回っているが、１人当たりの買上点数は前年を下回
る状況が続いている。ただし、価格上昇により売上は前年を
上回っている。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・売上は約１年半、来客数は約１年にわたり前年を下回る状
況が続いている。一方で、たばこの売上は前月末頃から前年
比で上昇に転じ、今月は102％となるなど、売上を一定程度
押し上げている。しかし、それ以外の売上は非常に厳しい。

□

コンビニ（副地
域ブロック長）

来客数の動き ・来客数が全体的に減少しており、特に夕夜間の時間帯で顕
著である。早朝から昼間にかけての来店は増えているため、
緊急購買以外はコンビニを利用しないと考えられる。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・景気が良くなる話は聞こえてこない。

□

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・４月から数か月が経過しているものの、各月とも来客数が
極端に少ない。業務上、天候による影響を受けやすく、現在
も厳しい状況が継続している。来客数が限られるなかでの商
談になるため、売上にも大きな影響が出ている。今後、状況
が改善しなければ、深刻な状態から抜け出すことができず、
不安要素が残ったままとなる。

□
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・７月の販売量は前年比85％と大変厳しい状況である。

□

その他専門店
［時計］（経営
者）

来客数の動き ・暑さの影響で来客数が少ないが、買上単価がやや高く、全
体の売上としては変わらなかった。

□

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・来客数の増加はなく、インバウンドの増加もみられない。

□

その他専門店
［土産物］（経
営者）

来客数の動き ・６月は雨の影響で来客数が減少したが、７月に入り晴天の
日が増えたことで来客数は回復している。一方で、猛暑日に
は客足への影響がみられるなど、天候に左右される状況と
なっている。
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□

高級レストラン
（事業戦略担
当）

来客数の動き ・景気を左右する大きな動きがない。

□

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・ここ数か月、来客数が前年比で約10％低下している。地域
性もあるが、客の外食離れが進んでいるようにみられる。

□
観光型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・施設の近くに川遊びができる場所があり、家族連れが多い
が、施設の利用は思ったほど増えていない。

□

都市型ホテル
（宿泊担当）

販売量の動き ・前年を若干下回る水準で推移しているが、大きな要因はな
いことから、ここ数か月と同程度の動きになると推測してい
る。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・天候不順や一時的なイベント等により売上の向上がみられ

るが、景気向上による安定したものではない。

□

タクシー会社
（営業所長）

来客数の動き ・前年と比較して総売上は約８％増加したが、これは値上げ
の効果であり、営業回数は横ばい、若しくは微減となってい
る。梅雨の長雨により、一時的に乗車数が伸びる日もあった
が、総じて低調である。

□
通信会社（運用
担当）

それ以外 ・中東情勢による経済の不安定さが続いている。

□

放送通信サービ
ス（総務経理担
当）

お客様の様子 ・利用料の延滞率、延滞解消率はほぼ横ばいが続いている。

□

テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・猛暑の影響が大きく、ここ数年の７～８月はキャンプの
トップシーズンではなくなっている。逆に、暑さを理由に屋
外活動を敬遠する人が増えている。

□
ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・利用者数は前月、今月と大きな減少はみられず、おおむね
横ばいで推移している。

□
設計事務所 お客様の様子 ・案件の相談量は３か月前と同等で、計画進行中案件も順調

に進んでいる。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・建築費の高騰や材料不足から、引き合いがあってもプロ
ジェクトが予算に合わず成立していない。

□

住宅販売会社
（事業推進担
当）

来客数の動き ・中東情勢の影響により、この２か月は建築コスト上昇率が
従来の２倍で推移しており、更なる価格上昇の要因となって
いる。今後は中東情勢の影響が落ち着くと考えられるが、景
気低迷は続くと考えられる。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・７月になって急に暑くなり、猛暑に近い日が続いているた
め、人が外に出てこない状況である。

▲

商店街（理事） 来客数の動き ・商店街の人通りは、特に平日において少ない状況が続いて
いる。猛暑の影響による外出控えも一因として考えられる。

▲

一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・夏祭りが終わり、一段落した状況である。夏祭り期間中の
売上は前年を上回る結果となったが、当社が属する茶業界で
は、抹茶ブームがやや陰りをみせている。

▲
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・先行きの不透明感があるなか、必要な物しか購入しない傾
向がうかがえる。

▲

百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・猛暑により来店数の減少が顕著となっている。さらに、金
価格の下落及び不安定な株価により、富裕層の動きが鈍く
なっている。

▲

スーパー（店
長）

来客数の動き ・前月までは来客数が前年の99～100％であったが、今月に
入り、前年の98.5％まで低下している。また、低単価商品の
購入率が高まっており、売上もマイナスになっている。

▲
スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売点数は前年を５％以上下回る水準で推移している。

▲
スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・消耗品以外は買い控えがみられる。

▲
衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・仕入価格が上昇しているため、大変な状況となっている。

▲
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・購入成約率が低下している。

▲

家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・エアコンを中心とした季節商材の販売量は伸びているが、
主要商品であるテレビや冷蔵庫の販売は伸び悩んでおり、全
体としては景気の低迷が続いている。
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▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・車両の買換えサイクルの長期化で、販売数は伸び悩んでい
る。

▲

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・買い回り傾向や競合店の増加により、消費者の購入基準が
高くなっている。自社の客へ販売促進をしても、反応が悪
い。

▲

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・当社の取扱商品は、円安やナフサ不足等の影響を直接受け
ており、仕入価格の上昇が続いている。一方で、販売価格へ
転嫁すると、ますます客足が遠のく。

▲

その他専門店
［革製品］（店
主）

販売量の動き ・来客数が減少しており、猛暑による外出控えの影響が考え
られる。また、生活必需品の価格上昇により、財布のひもが
少しずつ固くなっている。数年前であれば、迷ったら買う人
が多かったが、迷ったら買わない状況に変わってきている。
購入を迷っている際に、一緒に来店している友人から購入を
後押しされて購入につながるケースもあったが、現在は慎重
な判断を促される場面が増え、購入に至りにくい状況となっ
ている。

▲

都市型ホテル
（宿泊担当）

単価の動き ・宿泊需要は一定程度維持されているものの、物価上昇の影
響から、宿泊客の節約志向が強まっている。客室単価の上昇
に伴い、価格への反応が以前より敏感になっており、高単価
プランの予約が伸びにくい傾向がみられる。

▲
旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・暑さの影響により、旅行などの外出を控える動きがある。

▲

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・円安や物価高騰が続き、旅行繁忙期である夏休み需要につ
いては、取扱人員で前年比95％となっている。また、海外旅
行についても、取扱人員で前年比91％と減少傾向にあり、今
夏の需要復活は厳しい状況となっている。

▲
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・値上がり傾向のため、購買意欲が落ちている。

▲

通信会社（総務
担当）

それ以外 ・情報通信事業における設備構築では、資機材調達が難しい
状況が継続しており、経営上の影響が懸念される。生活面に
おいては、消費税減税が進む様子もなく、物価高が解消され
ていく道筋がみえていない。

▲

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・固定電話に加え、有料放送サービスの解約が増加してお
り、物価上昇により家計の引締めが一段と加速している。

▲

競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・３か月前の４月には、全国発売のＧ１競走で売上が十分確
保できたが、今月はそのようなレースがなかった。

▲

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・商品価格が上がりすぎて困っているという声があり、給与
が上がらないため、お金を使いにくい状況になっている。カ
ラーリングについても、美容院ではなく自分で行うという客
の声を聞く。

▲

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・面談した客からは、借入金利の上昇を受けて、支払への不
安を感じている人が増えているとの声が聞かれた。新築住宅
の購入意欲はあるものの、建築費の上昇が重なり、購入に踏
み出しにくくなっている。また、購入層の２極化が発生して
おり、実際の購入層が限られている。

▲

住宅販売会社
（住宅設計担
当）

単価の動き ・住宅販売においては、資材価格の高騰の影響が大きく、販
売単価の上昇傾向が強くなっている。当社のみならず、競合
各社においても軒並み価格上昇があるとのことで、購入者数
の減少が見込まれる。

×

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・タイヤやバッテリー、エンジンオイル等の自動車アフター
商品全般で仕入価格が上昇しており、販売価格への転嫁によ
り購買が鈍化し、売上が悪い。また、中東情勢の影響によ
り、エンジンオイルの入荷が滞り、自動車整備等に支障が出
ている。

×
一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・仕方のないことだが、気候と災害の影響により、状況は一
層悪化している。

家計
動向
関連

(中国)



5/7

×

美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・同業者の話では、客単価向上につながるメニューを提案し
ても反応は余り良くなく、既存メニューの注文が中心になっ
ている。現在は暑さの影響で来店頻度がやや増加している
が、その後の来店間隔は長くなり、年間を通してみると売上
は落ち込むという話を耳にする。

◎
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・前年同期と比べ、受注量が増加している。

◎

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・大手自動車メーカーの新車の生産が順調に推移しており、
繁忙な状況となっている。

○
輸送業 受注価格や販売

価格の動き
・受注が増えている。

○
金融業（経済産
業調査担当）

それ以外 ・新型量販車種の販売を主因として、貿易や生産活動に持ち
直しの動きがある。

○

会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・設備投資支援関連コンサルティング案件が増加しつつあ
る。一方で、アウトソーシング受託は人手不足でやや弱い。

□
農林水産業（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・良くも、悪くもなっていない。

□
繊維工業（財務
担当）

取引先の様子 ・７月の気温上昇で、消費行動が鈍化している。

□
化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・中東情勢の長期化や円安進行に伴い、モノの動きには一段
と停滞感が見受けられる。

□

窯業・土石製品
製造業（管理担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・取引先からの価格改定の要請は継続している。主な要因と
しては、中東情勢の影響が長期化しており、製品製造のコス
ト、各種資材費、さらには人件費や運送費の上昇によるもの
である。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・取引先の様子に大きな変化はみられない。

□
非鉄金属製造業
（業務担当）

取引先の様子 ・会社によって受注量に多少の差はあるが、今のところ大き
な変化はみられない。

□

金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注は引き続き好調であるが、工場の稼働負荷が高いた
め、超過勤務や事務職の現場応援で納期対応を行っている。

□

一般機械器具製
造業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内と欧州向けの動きが悪くなってきている一方で、米国
向け需要は伸びており、全体としては変わらない。

□

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・半導体関連の活発化により、プリント基板製造装置関連は
引き続き好調ではあるものの、中東情勢の不透明感により、
原材料の値上げや納期遅延の懸念があるため注視が必要であ
る。

□

輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・元々受注していた仕事の量が増えず、今後も受注量増加が
見込めない。

□

建設業（経営
者）

取引先の様子 ・建設資材の納期に不安定な面はあるが、工期に大きく影響
するほどの遅延は生じておらず、おおむね安定した状況が続
いている。

□

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・特に大きな変化はない。資機材価格や人件費等の高騰は続
いているが、価格転嫁については一定程度の理解を得ている
状況である。一方で、この状況がいつまで続くのか、歯車が
狂った場合の案件中止等で受注環境に大きな変化が生じる不
安を抱いている。

□
輸送業（業務推
進担当）

取引先の様子 ・特に大きなプラス要素やマイナス要素もなく、取引先の動
向にも目立った様子はない。

□

輸送業（企画担
当）

取引先の様子 ・温暖化対策や世界情勢について、同業各社は様子見の状況
である。一方で、投資意欲は維持されており、設備業者や工
事納入事業者は、引き続き多くの案件を抱えている様子であ
る。

□
輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・顧客ヒアリング時に新規の動きは余りなく、大きな変化は
みられない。

□
通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・中東情勢の影響による資材価格の高騰等の影響が加速する
とみられたが、想定ほど大きな動きがない。

家計
動向
関連

(中国)

企業
動向
関連

(中国)
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□

金融業（主任） 取引先の様子 ・中東情勢等の外部環境の影響もあり、様子見をしている取
引先が多い。ただし、受注量などに大きな変化はなく、横ば
いの状況である。

□
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数はやや減少しているが、成約件数はほぼ変わらな
い。

▲

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・値上げの影響で受注量が大幅に減少しており、経営に大き
な痛手となっている。原材料不足や価格高騰が要因であると
みられる。

▲
建設業 受注価格や販売

価格の動き
・中東情勢が先行き不透明であり、石油製品を始め様々な物
の価格が上昇している。

▲

通信業（企画担
当）

取引先の様子 ・ＩＣＴ関連やクラウド、データセンターについては、前年
度から続く資材価格の高騰や半導体需給の流れから、見積価
格の上昇や納期遅延などの問題が発生している。顧客におい
ては、計画どおりの調達が困難な状況が発生している。中東
情勢の影響なども、こうした状況に拍車を掛けていると考え
られる。

× － － －

◎ － － －

○ － － －

□

人材派遣会社
（事業部長）

求人数の動き ・人材ビジネスにおいては、求人企業と求職者双方のニーズ
のギャップが拡大傾向にあり、以前よりマッチングに苦戦し
ている。また、事務系の求人数は、ＡＩやＲＰＡといったＩ
Ｔツール導入や派遣料金の上昇により減少傾向にあり、受注
求人数の内容も大きく変わってきている。

□
人材派遣会社
（支店長）

求職者数の動き ・全体的な求人数は横ばいのため、景気も停滞している。

□
人材派遣会社
（求職者対応）

求職者数の動き ・応募数が前年比で同水準となっている。

□

人材派遣会社
（経営企画担
当）

求人数の動き ・派遣最低賃金の上昇に伴い、派遣先企業への請求料金の値
上げを進めてきたが、企業の収益改善を上回るペースで上昇
してきたため、これまでのように対応してもらえない可能性
がある。

□

求人情報誌製作
会社（新卒採用
担当）

求人数の動き ・企業の採用意欲は依然として底堅いものの、採用目標人数
を大幅に拡大する動きは少なく、前年並みの採用枠を維持す
る企業が中心となっている。そのため、求人全体の数として
は３か月前と比較して大きな変動はみられず、横ばいが続い
ている。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・従来の物価高に加え、猛暑の影響も重なり、飲食、サービ
ス、レジャー、観光業が低調である。高齢者を始め、外出控
えが顕著であり、閉店や休業も見受けられる。

□

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・新規求人数は前年比では減少傾向が続いているものの、減
少幅は前月より縮小した。直近３か月前と比較した人手不足
感に大きな変化はみられず、依然として、医療福祉、建設
業、運輸業等では慢性的な人手不足が続いている。一方、中
東情勢の影響については、原材料価格の上昇や資材の調達困
難を懸念する声はあるものの、現時点で雇用への直接的な影
響は確認されていない。

□

職業安定所（事
業所部門）

周辺企業の様子 ・企業へのヒアリングでは、業況の良さに加え、人手不足や
物価高騰についての声も多く、全体的に景気は横ばいの状況
である。

□

民間職業紹介機
関（職員）

雇用形態の様子 ・パート社員での採用が困難である企業が、間口を広げるた
めコスト高になってでも派遣社員採用に踏み切った例が複数
見受けられた。

□

民間職業紹介機
関（人材紹介・
派遣担当）

採用者数の動き ・人材紹介事業においては、採用企業側はポテンシャル人材
の採用に人材紹介サービスを使わない方針になってきてい
る。ポテンシャル層は採用管理システムの方が費用対効果が
高いと判断される場合が増え、人材紹介は経験者及びハイク
ラス層を対象とするなど、使い分けが進んでいる。ポテン
シャル採用を主軸にしている地場の人材紹介会社では、求職
者獲得のネットワークが乏しいため、人材紹介での採用人数
が徐々に減少傾向にある。

企業
動向
関連

(中国)

雇用
関連

(中国)
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□

学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・求人数は増加しているが、前年度の同時期と比較して特に
変化がない。

▲

求人情報誌製作
会社（総務担
当）

求職者数の動き ・求人数に比べて求職者数が増加傾向である。当社への応募
者へのヒアリングでは、複数社に応募しているが、内定に結
び付かないとの声が聞かれた。求職者側の状況のみで判断し
た場合、雇用環境は下向きと判断される。

× － － －

雇用
関連

(中国)


